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高田平野を潤し、ふれあいの流れ－関川－ 
 
関川は、新潟県糸魚川市と新潟県妙高市の境にある
焼山にその源を発し、妙高山麓を東流して、野尻湖
から発する池尻川を合わせ流路を北に転じ、山間部
を流下した後、高田平野に出て、渋江川、矢代川等
を合わせ、さらに河口付近で保倉川と合流して日本
海に注ぐ、流路延長64km、流域面積1,140km2の一
級河川。 



流域の区域分け 

関川には、流長の長い沢山の支流が下流域で
合流している。そのため、下流域での氾濫の心
配が多いにある。 

関川流域区分図 



2019.10.12 
インプットデータ 

アメダスデータ 今回の集中豪雨では、際
立った降雨の集中した地
域はないが、流域の長い
支流が沢山あるので、そ
の分水嶺に注目して、アメ
ダスのデータを採取した。
関山のデータをD ZoneとG 
Zoneに適用しているが、こ

れは二つの領域は近いが、
その間に分水嶺があるた
め、それぞれが独自の流
れをしているためである。 

関川は、直江津で日本海に注いでいるが、その河口で極めて大きな支流で有
る保倉川と合流している。また、関川自身にも、矢作川や、別所川のように非常
に長い流れの距離を持つ川が下流で合流するという、きわめて特色ある川であ
る。こうした支流がどれだけの降雨を集めて流入してくるかが問題。 
 こうしたことを考慮し、流域の区分図を作成した。 



氾濫の可能性 

特定地点を決
めてここに流
入してくる雨水
の流量Viを経
時的に計算す
る。 

特定地点での
河川の構造を
分析。これより
その地点での
流出可能量
Voを経時的に
計算する。関
川には流れの
長い支流が沢
山あるので、
注意が必要。 

Vi > Vo  なら、氾濫の恐れがある。 

河川の構造 



            ダムの機能 
関川の流域には、幾つかのダムが設置されているが、その支流が幹流の関川のどの地点で合流
するかが問題である。笹ヶ峰ダムは関川の上流に設置され、比較的大きな貯水容量を有してい
るが、これは灌漑用、並びに、発電用に作られたもので、洪水対策としてどのような役割を持って
いるのか不明。正善寺川ダムは、上越市に設置されたもので、関川の下流域に合流している。こ
れは洪水対策用であるが、広い降雨領域をカバーしているわけでもなく、また、儀明川ダムも、
上越市にあり、建設中ということであるが、目的が今一つはっきりしない。 

ダムの仕様 

ダムの運用 

有効貯水容量 

有効貯水容量の大きい笹ヶ峰
ダムは発電用である。 
洪水対策用としては、正善寺
ダムが運用されている。 



降雨の当初から100％の貯水が可能 

各ダムの貯水状況 

 H Zone 

正善寺川ダムは、関川の下流域に流れ込んで居る正善寺川に設けられたダムで、カバーしている領域も
狭く、川の下流域に設けた意味が今一つ不明である。 
洪水対策用のダムの機能を期待するのであれば、保倉川の中流に大きな有効貯水容量をもつダムを建設
することが望まれる 



河口・・・・関川と保倉川との合流 
      したあと 

ポイント1・・関川と合流する前の 
      保倉川 

ポイント2・・正善寺川が関川と合  
      流する地点 

ポイント3・・大熊川が関川と合流 
      する地点 

ポイント4・・妙高市で平丸川、長 
      沢川が関川と合流する 
      地点 



ポイント 4 
焼山、薬師岳、妙高山界隈での降雨がどう
であったか？ 



全く問題無し 



ポイント 3 馬場川、片貝川、渋江川が関川に 
               合流してくる地点。 



辛うじて氾濫に耐え
ている 



ポイント 2 
長い流域をもつ矢代川が関川に合流して来る。青田川、 
    正善寺川が合流した関川の状況は？ 



各ゾーンに万遍なく降雨が起
きている。 



ポイント 1 
広大な流域をもち支流の保倉川が関川に合流して来る。
その保倉川自身が氾濫の可能性をもっているが、？ 



保倉川が単独で氾
濫を起す可能性があ
る。 

保倉川については詳
しい分析が必要かも
しれない。 



関川が保倉川と合流したあと、日本海に注いでいる。 
保倉川の流量が極めて多いが・・・・・・・・・・？ 

河口附近 





関川の流域では、氾濫の可能性は少ないが、これに合流してくる、保倉川、そ
して、矢代川の流量が多くて、高田では氾濫を起す可能性をもっている。とり
わけ、保倉川については、ここに合流してくる保倉川の支流も多く、また、その
支流自身が流域が極めて広いので、これをよく解析する必要がある。 
 

 アメダスの観測点を増やしてもらいたい。と同時に、保倉川の流域に是非、
洪水対策用のダムを検討してもらいたい。 
                             (2020.07.01) 
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